























「つかむJ(grhI).ati) と述べて，アーハヴァニーヤ祭火の点火を規定する (MS1. 4. 
5 : p.52， 9-13 ; KS 31. 15 : p.17， 5-9 ; TS 1. 6. 7.1)。このうち KSは「アグニは全
ての神格たちであるJ(agnis sarva devat劫)と言い， TSは「祭式にやってくる」存




ている (Grassmann1999 : 633)。
2 Mima1flsasutra (MmS) 4. 3. 27は，祭式行為 (y司ati) を， r供物 (dravya物体)を神
格に関係付ける行為J(dravyadevatakriya) と定義する。また Kaりlayanasrautasutra1. 
2. 2“dravyam devata tyaglU)."は，祭式を構成する三要素の列挙である。
3 BSBh p.374， 8-9: r[人間の側の]行為が必要であるにせよ， [行為の後に発現す
る]新得力 (apurva)が必要であるにせよ，いずれでも構わないが，主宰神 (isvara)
から果報が[生ずる]というのが定説である。なぜか。!i'[聖典に主宰神が応報の]
原因として説かれているから。~ (Brahmasutra 3.3.41) J (karmãpek~ãd apürvãpek~ãd 
















4 BSBh p.134， 21-23: rインドラなどの神格のための供物を定めた[ヴェーダの]
規定文によって，インドラなどは，自身のかたち (svarupa)をもっていると期待
される。もしインドラなどが自身のかたちをもたないならば， [祭主はインドラな
どを]心に昇らせることが出来ないから。J(vidhibhir evendradidaivatyani havlqJ.si 
codayadbhir apek号itamindradlna1p. svarupam. na hi sv紅色parahitaindradayas cetasy 
aropayituqJ. sakyante.) 




ca 回bdamatram arthasvarupaqJ. saqJ.bhavati ぬbdarthayor bhedat. tatra yadrsaqJ. 
mantrarthavadayor indradlnaqJ. sv紅 up創navagataqJ. na tat tadrsaqJ. sabdapram句akena
pratyakhyatuqJ. yuktam.) Clooney 1988参照。
6 三つの論題の趣旨は Kane (1977 : 1207 -08)により要約されている。
7 新月満月祭で，単独のインドラに固有の供物は牛乳と酸乳を混合した s伺mayya，
単独のアグニに固有の供物は8かわらけ分の米粉製パンケーキであり，それぞれの
式次第が細かく定められているが，派生祭 (v泳氏i)のうちに (a) rインドラに1
かわらけ分のパンケーキを捧げる」と (b) rアグニに牛乳を捧げる」という規定文
が細かな式次第なしにあった場合 神格の共通性を優先して (a) に乳製供物の次
第を， (b)に穀物製供物の次第を拡大適用 (atidesa)すべきか，或いは供物の共通
性を優先して， (a) に穀物製供物の次第を， (b) に乳製供物の次第を拡大適用すべ







的要素 (bahira企ga)だと言える 8。また名称の語形に着目すると， rインドラに



















8 SBh p.1601， 16-21 : SBh' VI， p.19， 6 -10. 
9 SBh p.1602， 1-5 : SBh' VI， p.19， 19 -22 : vis時yarpca buddhau saqmihitarp bhavati， na 
vise判明m.tad vi記号yarpvise~ya nivartate. kathaql jnayate. vise~yãnubandhasarpyogãt. yatha 
“吋apuru同州沖"ity ukte puru$al:). p可yogamy蹴，naraja. 
10 TS 2. 5.4.3からの引用。 Cf.TS 3. 2. 3. 3 : y吋負幼 prajapatis，t初日vatarpayati， sa en創P
qpto bhutya 'bhipavate. 
1 SBh p.1602， 12-22 : SBh' VI， p.20， 4-14. 













まず身体部位としては，手について， :RV 10. 47. 1 I我らは君の右手を掴ん
だ」14，拳について， RV 3.30.5 I実に[これらの]，インドラよ，果てしなき
天地両世界は，君が掴むと，能力ある者よ，君にとつては，実に拳なのだだ、。J15日
更に首などについて， RV 8.17.8 I首は強く，腹は脂っき，腕は麗しきインド
ラは， [ソーマの]茎に酔いながら，諸々の障害を討つ。J16を引用する。次に擬
13 SBhp.1649，16-18: SBh'，VI，p.72，8-10: iいずれの[祭式における]神格も， [そ
の祭式の]全ての儀礼を行わしめるものだと言える。なぜか。食事させることがそ
れ(神格)を目的としているから。実にこの，神格に食事させることが，祭式とい
うものである。J(sarva devatal). sarve~ãrp dharm初旬 prayojakabhavitum arhanti. kutal;. 
bhojanasya tad紅白atvat.bhojanarp. hidarp. devataya yago nama) ; SBh p.1649， 21-22 : 
SBh'， VI， p.72， 13-15: iまた，祭式とは，神格の供養 (p吋a)である。そして供
養は，供養さるべきものに対して従属すると世間では見られている。これ(供養さ
るべきもの)は賓客 (at油 i)のように見なすべきである。J(api ca yago nama devatapuja. 
puja ca pujaniyarp. prati gu明bhutaloke drsyate. tad etad atithivad dra号tavyam.)
14 RV 10. 47. 1 i我らは君の右手 (dak号i加一hasta) を掴んだ，インドラよ， [財物を渇
望しつつ，諸々の財物の主よ。何故なら我らは，勇者よ，君が牛たちの主であると
知っているから。君は我らに，輝かしく還しき富を与えよ。JJ (jagrbhma te d紘向m
indra hastarp. [vasuyavo vasupate vasunam / vidma hi tva gopatirp詞ragonぉnasmabhyarp. 
ci位向lVt抑 叩rayirpd劫//J)
15 RV 3.30.5 i [そして，怖れの無いところで，誉れと共に，大勢に呼び出された者
よ，君はたった一人で，確かな言葉を語った。ヴリトラを殺害する者として。]実
に[これらのJ，インドラよ，果てしなき(天地)両世界は，君が掴むなら，能力
ある者よ，君にとっては，実に拳 (k話i)なのだ。J( [utabhaye p町 uhutasravobhir eko 
dr!ham avado vr仕組asan / ime J cid indra rodasi apare yat s叫19rbh羽 maghavan同信 it
te /) 
16 RV 8. 17.8 : tuvigrivo vapodaral; subahur andhaso made / indro v伊句ijighnate / 
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祭式のなかの神々 (83) 
人的な行為の実例として，まず神々も食事することについて， E.V 10. 116. 7 r食




次に神々は世界を支配しているということについて， E.V 10. 89. 10 rインド
ラは天を，インドラは地を支配する。インドラは水を，実にインドラは諸々の





17 ~.v 10.116. 7 i[この供物は，能力ある者よ，君に捧げられた。支配者よ，憤って
いない者としてそれを掴み取れ。(その供物は， )能力ある者よ，君のために搾られ，
君のために調理された。]食べよ (addhi)インドラ。そして飲め (piba)，差し出さ
れたものの一部を。J( [idatp. havir maghavan tubhyarp ratam prati sar町 a!ahp].ano grbhaya 
/t白bhyalp.suto maghavan凶bhyarnpakvoJ ' addhi mdra piba ca prasthitasya 1) 
18 ~.v. 1. 95. 10i[澗れ地の上に，彼は流れを，道を，大波を作る。白熱する大波でもっ
て大地に達する]。あらゆる古きものたちを，彼(アグニ)は諸々の胃 Gathara)
の中に置き， [新しき産み出すものたち(野原)の中を行く。JJ ( [dhanvan srotah krnute 
gatum urmilp. sukrair urmibhir abhi nak~ati k拘n/J visva sanani jathare号udhatte [， antar 
navasu carati prasú~u IJ ) 
19 RV8. 77.4 iー飲みでもって 飲み干した。[インドラは，ソーマで満杯の(? ) J 
三十の湖を，一遍に。J(ekaya pratidhapibat sakatp. saratp.si trilp.satarn / [indra.i:l somasya 
kanukallJ) 
20 RV 10. 89. 10 iインドラは天を，インドラは地を支配する (ise)。インドラは諸々
の水を，実にインドラは諸々の山を。インドラは諸々の増大を，実にインドラは賢
者たちを[支配する]。インドラは平時において，インドラは有事において呼び出
すべき者である。J(indro diva indra ise prthivya indro apおnindra it parvatanam / indro 
vrdham indra in medhirat).am indara.i:l k~éme yoge havya indra.i:ll) 
21 RV7.32.22 I[我らは君に向い，勇者よ，繰り返し歓声を上げる。乳搾られていな
い牝牛のようにして。]この動いているものを支配し(isana)，立っているものを支
配する，太陽光を視る(君)に，インドラよ。J([abhi tva伺ranonumo' adugdha iva 
dhenava.i:l /J 話anamasyajagata.i:l suvardfsarn Isanam indra tasthú~a.i:l ll) 
22 SBh p.1651， 5-6 : SBh'， VI， p.74， 5-6: I実に次のように伝承聖典 (smrti)は伝え
る。『神格は諸々の財を支配する~ (出典不明)と。同様に，神の村・神の土地とい




















ï~te devateti. tatha devagramo devak号etramity upacaras tam eva sn可tilp:drac.thayati.) SBh' 
には， devagramo... draclhayati欠落。
23 B.V 2. 26. 3 : sa ij janena sa vi品 saj如manasa pu位釦 v句ambharate dhana nfbhil; / 
devana.Ip. yal; pitaram avivasati sraddhamana haviゅbrahmal).aspatim / 
24 SBh p.1651， 20-21 : SBh' VI， p.74， 19-21 : pおupatiranenopacarital;， putro lnena 
labdha iti; SBh p.1651， 13 : SBh'， VI， p.74， 12 : prasanno 'sya vaisraval).aQ， dhanam 
anena labdham iti.シャバラは MmS4.2. 27註で，世間の表現として「この者は獣主
を祭ったJ(i草加 'nenapasupatir) を挙げる。





はない。J(y吋負ak征四apradhanaql syat・… gu平atvedevatasrutil;. dravyadevataq1 hi bhut鉱p，

















が搾り出されていく様を28，また RV10. 75. 9はインダス河が浴々と流れてい
く様を擬人的に歌っているヘ
また，対論者が列挙した，神々の手や，拳や，首などに言及する詩節は，そ
26 SBhp.1653，25-26: SBh'，VI，p.77，9-10: rまた[対論者はJWこれ(厚V10.47.1) 
は，彼(インドラ)の手を掴んだ者の言葉なのだ』と言う。答える。そう決め付け
るべきでない。[そうすると]ヴェーダは始まりをもっという難点が帰結してしま
うだろう。J(athaivam ucyate， tasyaitad vacanaqt yo grhitavaqls tasya hastam iti. ucyate. 
naitad adhyavaseyam. ãdimattãdo~o vedasya prasajyeta.) 
27 SBh p.1654， 18-20 : SBh'， VI， p.78， 7-9: i[対論者がJi賞賛は，存在するものに
ついて可能なのだから」と言うなら，そうではない。人間と同じかたちの身体部位
を備えていないものに対しても，人間と同じかたちの身体部位について賞賛するこ
とは，まったく可能である。J(sata hi stutir upapadyata iti cet， naitat. niyogato yasyapi 
pauru早avidhikairaiJ.gair nasti saqtyogal) pauru~avidhik組組gais tasyapi stut註bhavati.)
28 RV 10. 94. 2 i[これらは百重にも，千重にも語り，薄緑色の口々に叫ぶ。働いた後
で石たちは，良き仕事により良く働いた者として， Jホートリ祭官よりも前に，供
物の享受にありついた。J( [ete vadanti同tavatsahasravad abhi krandanti haritebhir 
asabhil) / vi~tvî graval).al) sukft功 sulqtyayaJhotus cit purve haviradyam asata /) 
29 RV 10. 75. 9 iインダス河は，軸受け素晴らしき戦車を(馬に)繋いで，馬もつも
のとした。[それによって，この競争で勝利を収めるがよい。何故なら，この編す
ことのない，自らを誉れとし，力漉る(戦車)のたいへんな偉大さは，賛嘆されて
いるから。JJ (sukhaIp rathaqt yuyuje sindhur asvinaqt [tena vaj抑制i平副 asmin司自


















30 SBh p.1654， 17 -18 : SBh'， VI， p.78， 6 -7: r [~V 3. 30. 5について]r君に拳が存在
するJということと r君の拳は大きい」ということとは別である。J(any紅白astava 
k泊irastiti， anyas tava k話廿mahaniti); SBh 1655，1-2: SBh'， VI，p.78， 13-14: r[~V 
8.17.8において，Jrインドラは首をもつものである」ということではなく， rこの
者に首があれば，それは大きい」ということが言われている。J(naitad uktlll bhavati， 
grivav如 indraiti， ki1!l t紅 hi，yasya griva sa mahati) ; SBh p.1655， 10-12: SBh'， VI， 
p.79， 6 -8: rlインドラよ，君の両腕は毛深く，インドラよ，君の両眼は黄色い』
という言葉は，両腕の毛深いこと，両眼の黄色いことを言うのであり，両腕が有る
こと，両眼が有ることを言うのではない。J(yad api vacanlllll， b油ute indra romasau， 
ak~ï te indra pi古gale(cf. Mahãbhã~yα& Kasi.焔 on7. 1. 77) iti. tad api bahvo rom出atvam
ak~l)os ca paingalyam油a，na bahusattam ak~isatt抑 ca.)
31 SBh p.1655，13-15: SBh'， VI， p.79，9-11: rl眼をもち (cak刊号mate)， [声を]聞




かる]0 J (cak~u~mate sp;lVate te bravimiti， tad api na cak~ul;tslllllb加dh紅白lllll ， cak切手mate
bravimiti vacanaslllllbandhartham. tatsatim iva cak早u~mattãl!l stuty紅 thamuccarayati. kuta 
etad avagamyate. caturthinirdesat.) 
32 SBh p.1655， 23-25 : SBh'， VI， p.79， 19-21 : yad uktlll， devatayai havil;t pra口lll



























33 Cf. SBh p.1650， 19-20 : SBh VI， p.73， 20-21. Dhammapada 49 (P.T.S.， 1994)は，
村での乞食に際して，托鉢僧は施物をせがんで村人を困らせてはならないことを，
蜜蜂が花から蜜のみを採って，その色や香りを損なわずに飛び去るのに例える。
34 SBh p.1656， 2 -4 : SBh'， VI， pp.79， 24-80， 2 : upacaro 'pi devagramo devak号etramiti.… 
devap紅icarakal).卸 tutato bhれirbhavati devatam uddisya yat tyaktam. (中略部: ["何か
を所有している者とは，そのものを意図したように采配することの出来る者である。
しかし神格は，村なり土地なりを[自分で]意図したように采配するわけではない。」
yo yad abhipret創p.viniyoktum arhati tat tasya sv釘n.na ca gramarp. k号etrarp.va 
yathabhiprayarp. viniyunkte devata.) 
35 SBh p.1656， 12-14: SBh'， VI， p.80， 9-12: kiQ1 cahul;， tatha devata karoti yatha 
paricarakal).am abhiprayo bhavati:ti. na ca sa isano bhavati yal). parabhiprayam anurudhyate， 
yasya na svabhiprayad viniyogo bhavati. 
36 SBh p.1656， 15-17: SBh'， VI， p.80， 13-15: ["[神格を支配者とする詩節は，世間
で]知覚されることとの矛盾の故に，賞賛の言葉だと確定される。賞賛の言葉の可
能性がある以上， [詩節の]言葉を知識根拠として， [" [神格が大地などを]支配す

















stlltivade ca sarpbhavati na vacanapramaI).yad isi号yataiti gamyate;) 
37 .SBh p.l656， 17-18 : SBh'， VI， p.80， 15-16: iまた，神格は[人を]果報に結びつ
けはしない。そのような(神格)は，人のために世話をすることになろう。J(na ca 
devata pha1ena sarpbadhnati ya tadarthaqt paricaryeta.) 
38 Thiertle (1935: 24)は，ヤースカをパーニニ以後とする。
39 Nirukta 7. 6では，神格が擬人的であることを三つの側面に分け，擬人的な身体部位
(aiJ.ga)をもつことを述べる詩主して翠V6.47.8と3.30， 5を，ものを擬人的に所有
すること (dravyasarpyoga)を述べる詩として尽V2.18.4および3;53.6を，さらに
擬人的行為 (k紅man)をすることを述べる詩として RV10.116.7およびL10. 9を挙
げる。また7.7では，火・風・太陽・大地・月などの神格は，観察される(cq-syate)
姿では非擬人的な自然現象でしかないと述べ，生命のない事物を擬人的に歌う詩と
して，..身体部位に関しては， RV 10. 94: 2b. (ソーマ圧搾石の口}ゲ所有物としては，
RV 10.75. 9a (インダス河の戦車)，行為としては， RV 10.94. 2d (圧搾石のソーマ
喫飲)を挙げる'0
40 即ち3:30‘5(インドラの拳)， 10. 116. 7 (インドラの食事)， 10; 94. 2 (ソーマ圧搾
石)， RV 10. 75. 9 (インダス河)。
41 . Nirukt，αp.136， 13，14 :. i或いは， [神格は]本当は擬人的であるのだが， .彼ら固有
の働きはそういうもの{非擬人的な現象)だと言えよう。祭式が祭主の[固有の働
きである]ように。またこれが，解釈上の合意である。J.(api va puru~avidh如ãmeva










する420 しかし日 (ah紅)などの時間の単位や，虎 (sardula)などの幾つかの
動物は，神々として説話や古伝承に登場しないけれども，神格としての扱いを
受けているへ
また人為的な聖典 (smrti) の一つであるパーニニ文典には， r [4.1. 83以降
で規定された諸々の taddhita接辞は，場所を表す語幹の後に，そこに]ある (4.
3. 53 : tatra bhavah) [という意味で付加されるの]と同様に，時[を表示する
語幹]の後に， [これがそれの神格である (4.2. 24 : sasya deva偏)という意味
で付加される]0 J (4. 2. 34 : kalebhyo bhavavat) とあって，月や年など，時を
表すものは神格となり得ることが認められている。この規定により，接辞 ika
(thaN， 4. 3. 11) をmasaに付した masikaが「月がその神格となるものJ，
samvatsaraに付した samvatsarikaが「年がその神格となるものj の意味となるへ
42 SBh p.1927， 5-6 : SBh'， VI， p.379， 12-13: rアグニなど， [ヴェーダ内の]説話や
古伝承で讃えられている天の住人たちが神格である。J(ya eta itihasapur初旬V
agnyadyal). sarp.回tyantenakasadal). ta devata iti.) 
43 SBh p.1927， 6-7 : SBh'， VI， p.379， 14: rそういう諸神格には，日などや虎などは






の神々ではない devataの例として， r日」と「虎」を選んだのは， Asvamedha (馬
嗣祭)での大規模な犠牲祭を念頭に置いているためであろう。黒ヤジュルヴェーダ・
サンヒターでは，様々な存在への野生動物の生費のうちに，虎王 (sardula-r員jan)
に野午 (gaura，TS 5. 5. 11. 1 ; KS 5. 7.1)ないし赤鹿 (rohit，MS 3. 14. 11) を，日に
雌カモシカ (eQ.I， TS 5. 5. 15 ; MS 3. 14. 17)を，月々に亀 (k話yapa，TS 5. 5.17 ; MS 
3.14.18 ; KS 5. 7. 7) を，年に鶏(lopa，TS 5. 5. 18)を捧げることが含まれている。
白ヤジュルヴェーダで野生動物の生費を列挙する Vajasaneyisan:zhita24. 20 -40のう
ちにも，虎への rohit献供 (24.30) と日への eni献供 (24.36)が含まれている (cf.
Dumont 1927 : 144-145)。
44 SBh p.1927， 7-9 : SBh'， pp.379， 14-380，2: sm紅yateca kalavacinarp. devatatvarp.， 
kalebhyo *bhavati (bhavavad iti) *， maso devata， sarp.vatsaro devata， iti. Cf. Kasika on 4. 2. 
34 : tatha maso devatasya masikam. ardhamasikam. sおp.vatsarikam.vasantam. prãvr~el).yam. 













第三に，讃歌 (sukta) の中で，あるいは供物 (havis) の規定文で，讃歌や供
物を受け取る相手として指定 (uddesa) されている存在が神格であるという定







45 SBh p.1927， 10-11 : SBh'， VI， p.380， 3-4: rマントラ・ブラーフマナの中で， w神
格~ (devata) という語が適用されているものJ(戸別 devat泊abdo mantrabrahmal).e 
回 yate，[agnir devata， vato devata， suryo devata， candrama devata ityevamãdi~uJ .) 
46 SBh p.1927， 12-13 : SBh VI， p.380， 5-7. 
47 SBh p.1927， 13-14: SBh'， VI， p.380，7: r神格とは， wリグ・ヴェーダ』讃歌に与
るもの，及び供物に与るものである。J(suktabhajo havirbhajas ca devat碕.)
48 ~V 1. 94. 1 rこの歌を，それに値するジャータヴェーダス(アグニ)のために， [我
らは思いにより，戦車を[荘厳する]ように荘厳したい。何故なら彼の心遣いは，
集会において我らに好意的だから。アグニよ，我らは，君との同盟に傷をつけては
ならない。JJ (im抑 stomama白紙jatavedase[ratham iva sam mahema manI拘ya/bhadra
hi n功prむnat廿asyasarp.sady agne sakhye ma ri~ãmã vayaql tava /J ) 
49 SBh p.1927， 16-17 : SBh VI， p.380， 10: agneyam 時takapalarp.nirvapet， agnI~omIyam 
ekadasakapalam iti. 
50 SBh p.1927， 22-23: SBh'， VI， p.380， 15-16: r形があろうとなかろうと，意識が
あろうとなかろうと，何かに向かつて [RV讃歌を唱え]何かのためのものとして
[供物を捧げる]と[祭主は]企図すべきだと[ヴェーダ、に指定]されているとこ
ろのものが，神格となろう。J(murtan加 amurtanaqJ. cetananam acetanan抑制ya
karp.cid artharp. prati tadarthyena sarp.kalpanIyanaqJ. devatatvarp. bhavi~yati.) 
51 SBhp.1927，24-25: SBh'，VI，p.380，17-19: r或るものに言及する [~V 讃歌の]
語を唱え，或いは想起して， [私はこのものに]供物を捧げようと[祭主が]企図
をするとき，その対象が，そこでの神格となる。J(yasya vacakarp. sabdam uddisya 























52 SBh p.1928， 3 -5 : SBh'， VI， p.380， 25 -27: i神格が祭式の達成手段となるのは，
形態によるのではない。何によるのか。関係をもった言葉による。アドヴァルユ祭
官が両手によって[祭式に]貢献するように，神格は[自らに関係付けられた]言
葉によって貢献する。J(devatay話 cayajnasadhanabhavo na rupe明 bhavati.kirp. tarhi. 
sarp.bandhina sabdena. yatha adhvaryur hastabhyam upakaroti， evarp. devata 
sabdenopakaroti.) 
53 SBh p.1928， 10 : SBh'， VI， p.381， 5-6: [神格を表示する]言葉のみが供物と関係
付けられる。その関係に基づいて， [言葉が]意味するものが神格となる。J(回bda
eva havi~ã sarp.badhyate. tatsarp.bandhad紅白o'pi devata bhavi~yati.) 
54 SBhp.1928， 7-8: SBh'， VI，p.381， 2-3: i或る神格が[祭式に]貢献すると[ヴェー
ダの中で]規定されているとしても， [その神格を表す]言葉のみが[実際の]祭
式に組み込まれる。J(devatayam apy upakariI).yarp. coditayarp. sabdasyaiva yaj批
samavayal).) 
55 SBh p.1928， 17-18: SBh'， VI， p.381， 12-13: i[問う:]それでは，神格とは言葉
のみである，ということにならないか。これに答える。我々は，この(見解)を排
斥する必要がない。そう言っても，われわれの主張(供物投下の際には，規定され
た通りの神名を唱えるべし)を打消しはしないから。Jnanv evam sabda eva devata 
prapnoti. a佐ocyate.naitad asmabhil:t parihartavy創n.na hidam ucyam盈lamasmatpak~arp. 
badhate. 
56 Nirukta 7. 13 : suktabhえjaQ.， havirbh具jal).， :rgbhajas ca bhüyi~thãQ.. kascin nipatabhajal). Cf. 
Brhaddevata 1. 18cd -19ab : mantre 'nyadaivate y如 inigadyante prasangatal). / sa10kyat 












一致し，他の Yajurvedaの Sa甲hita.1 Brahma明対応箇所は，いずれも文句に不
一致が見られる (Appendixの一覧表参照)。じかもこれら20のうち16は，各論






57 NirUkta 7. 18 : yas tu suktarp bhajate yasmai havir niiupyate 'yam eva so 'gnil}. Cf; Garge 
1952 :. p.153. 
58 異なる支派 (s紘ha)聞においても，同じ名称の祭式は同一であることを論ずる第
2巻第4章第2論題において， MniS 2. 4.31“pratyayarp capi darsayati" をシャパラ
は，薪 (san註dh)をはじめとする 5つの神格に液状バターを捧げる前祭 (pray司a)
に関して，必要事項をもれなく規定するテキストがある一方で， .MSには従属的な
事項 (gUI).a)，即ち献供の仕方の規定があるだけであるのは，後者が，前者の規定
するのと同一の前祭を了解 (pratyaya) しているためであると註釈する。 SBhp.645， 
10-'12 : SBh'， II， p.236， 3-4: r例えば，マイトラーヤニーヤ派では，薪などの前
祭は伝承されていない。しかし従属事項は記載されている。『実に季節たちは前祭
である o. 繋げて献供されるべし~ (MS 1. 4.12 : p.61， 14-15) と。J(ya出amaitrayaI). 















祭(i矧)を行うべし。J(vaisvadevI1l sal1grahaQI1l nirvaped gramakamaJ).)および、 iW君
は好意である。好意の神々よ。』と唱えて，三度献供を捧げる。 J(amanam asy amanasya 
deva iti tisra油utIrjuhoti)で示す。前者はTS2. 3. 9. 2からの，後者は TS2. 3. 9. 3か
らの引用である。この論題での主題は， iaman油omaはsal1grahaQI-i~ti 内の主要祭
の一つであるか，それともそれに従属する儀礼であるかJである。 iam加油omaの
規定文に s抑gr油叫IーiHi 規定文から主語“grãmakãmaJ)."を補足 (anu~aiJ.ga) するこ
とで， ãmanahoma は sãrp.grahaQïーi~ti と同じく主要祭式とみなせる。」という解釈に





しこれは， Taittirlya派文献からではなく，次に挙げる MSからの引用である。 MS
2.3.2.3 : pp.29， 10-12: i君は激烈である。君は神々のうちで激烈であれ。私は
同輩たちのうちで激烈でありたい。同輩たちの仲間でありつつ，激烈で，注意深き，
財物見出す者でありたい。J(ugro 'sy ugras tva1l devé~v edhy ugro 'h加1判a尚早u
bhuyasarp. priyaQ sajatanam ugr話 cettavasuvit.) Cf. TS 2. 3. 9. 3 : dhruvo 'si dhruvo 'harp. 
s司at匂u bhuyasam iti paridhl:n paridadhati; KS 12.2: pp.l63， 10-11 : dhruva mayi 
S勾ataugras cetta vasuvit. 
もう一つはMmS3.4.10註での引用である。そこでは Jyoti斜oma祭用の東向き梁を
もっ幕屋 (praclnavarp.sa) に関連して， i神々は東方を，祖霊たちは南方を，人間た
ちは西方を，アスラたちは北方を分け前として得た。J(pracI1l deva abhajanta dak~i平均1
pitaraJ). pratIcI:rp. manu~yã udlclm asural).)が引用される。これとほぼ同じ文がTS6.1. 
1.1にみられる (TSでは“pracirp.deval)."の後に動詞 abhajantaが無い。引用部の直
前に“devamanu号yadiso vy abh司anta"とあるからである)。しかし TSでは最後の部
分だけが異なって“udicimrudrah"となっており，北方を得たのはアスラたちでは
なく，ルドラたちだとされている。シャバラはこの引用に続いて， i他の者たちは




MS 3. 6.1 : pp.59， 15-60， 1: i彼らは東向き梁の幕屋を作る。というのも， [かつ
て人々は]これら諸々の方角を区分したから。即ちこちらを神々に，こちらを祖霊
たちに，こちらをアスラたちに，こちらを人間たちに[分けたのであるJoJ
(pracInavarp.sarp. kurvanti， diso yad im計 vyakalpayannimam eva devebhyo 'kalpayann 
imarp. pit{bhya imam asurebhya imarp. manu~yとbhyaJ).)



















(Njammasch 2001 : 280)。対象物件不明の 1点を除いたバラモン向け碑文74
点のうち， 7世紀のもの4点に61，1""バラモンの二十分のーJ(brahmaI).a-vi中旬ti)




は， snaditya一世発行の碑文 (609年)に， 1""アーリア・四ヴェーダ文化人協会」
と訳せる arya-caturvidya-samanyaという名称があるのを発見しペさらに他の
碑文から， Valabhi， Anandapura， Anarttapura，即時taka，Girinagaraの地にも，この




61 “Valabhi 1nscriptions， No.xVIII，" ed. G. Buhler， A New Grant of Dharasena 1V.， IA 15， 
1886 : 335-340，1. 51 ;“Additional Valabhi Grants，" ed. G. Buhler， No. XII.-A Grant of 
Dharasena 1V.， IA， 7， 1978 : 73-75， l.18-19 ;“Additional Valabhi Grants，" ed. G. 
Buhler， No.xII.-A Grant of Kharagraha 1.， IA， 7， 1978 : 76 -79， 1. 17 ;“1V-V. Two 
Al).ustu Copper-plate Grants， 1V A. Grant of Siladitya II，" ed. A.S. Gadre， Important 
Inscriptions ofthe Baroda State， Baroda 1943 : No.IV， 16ー 25，pp.23 -24， l.47 -48 (筆
者未見). 
62 “Five Vala Copper-Plate Grants，" ed. A. S. Gadre， Journal ofthe UniversiのIof Bombay 3， 




















は記されず (Njammasch2001 : 314)，バラモンへの寄進文には必ず、添えられ
るバラモンの系族名 (gotra) も所属ヴェーダの支派名 (8耐 la) も見られない




64 後述する Bagh出土のバラモン向け碑文のうちに，寄進先として caturvidyasamuha/ 
caturvaidyasamuhaの名が見える。 XXV，Grant of Bhattaraka， Gupta Era (G.E.) 127= 
A.D. 446-447， l.3-5 (R-T: 53-54) : -gramo maya valkha-caturvvidyasamuhasya 
svapul).yapyay阻むttharpbrahmadeyo datal). ; XXVI， Gant of Bhattaraka， G.E. 129=A.D. 
448-449， l.3-5 (R-T: 53-54) : gramo maya valgu-ca加rvvaidyasamuhasya
agraharo nis:c与tal).
65 “Pal).Quraja" (女神)in “Bhamodra Mohota Plate of Drol).asilllha: The Year 183，" G.E. 
183ニA.D.502 -503， ed. L.D. Barnett， JBBRAS， 20， 1898 : 1-10，1. 3 ;“Mahadeva" in 
“Va1abhi Grants， No.xV.-A Grant of Siladitya 1，" G.E. 290=A.D. 609-610， ed. G. 
Buhler， IA 9， 1880 : 237 -239， plate I， 1. 3 ;“Adityadeva" in“The Bhadrenikaya Grant 
of Siladitya 1，" G.E. 292=A.D. 611-612， ed. R.D. Baneりi，EI21， 1931-32: 116-119， 
p.118， 1.20 ;“Kottamm油ikadevi"in“Two New Valabhi Copper-plates， II.-Grant of 











役職名が記されているのに注目する (Njammasch2001 : 327) 0 K.V. Rameshと




れるヘ devaklyàkar~aka は文字通り「寺院所領の耕作者」であるが， p訂i'caraka






の四期に分けられる (Njammasch2001 : 318-319)。
67 Nj創llinasch2001 :'300; n.98 ; R-T : vii. 
68 XIII， Grant ' of ιBhulunda， G.E. 59=A.D; 378~379; 1l .6-7 (R-τ: 28-.29) : 
acaryyabhagavac，-chi号待(a)-:-pasupata-devak紅mmantika-devaprasadakおp.
69 V， ，Grant of Bhulunda， G.E.54=A.D.373-374，1l.6-7 (RーT: 11) : p話upata-
devaprasada:[ka*]dyanyarp.(narp) ; vr， Gra:nt of Bhulunda， G.B. 54=A.D. 373-374， z'.
6-7 (R-T: 13) :.p話upata-devaprasadaka(kahlyaIiam ; X， Grant of Bhuluiida， G.E. 56' 
=A.D. 375-376; l. 7~8 (R~T: 22) : devaprasadaka-pasupatadyanam ;本稿註68及
び71参照.
70 I， Grarit ofBhulunda:， G.E. 50ニA.D.369-310， lL 5 _:6" (R-T: 4-5): santakayuktaka 
(cf. R-T : 8，IV; L 2)ーdevakatmtnioasca ; IX， Gra:nt of Hhulunda， G.E. 55"'= A.D. 374-
375，ll.6-7 (R-T: 20) : mantragat:acaryya":;'prabhf1aya[l).*Jpa(pa) supata-devakarmma 
(i)加sca; XII， Grant of Bhulunda， G.E. 57=A.D. 376-377，1l. 7-8 (R" . T: 26) : 
taddevakul話tital).pasupatacaryya-bhagavac-chinta: (chi号待)dayo' devak:armit:aS' ca. 
71 II， Grant of Bhulunda， G.E. 50=A.D. 369-370，11.5-6 (R-T: 6~7-) : devaki(恒)ya
ka時ak地lq'$antovapanta与pasupataaryacok手劫 (cf. R.，. T ( xiv~xv) ， devaprasadak話 ca.
72 IV; Grant of Bhulunda， G.B. 51 = A;D. 370 ~ 371，1 .7 -9. (R~ T : 9) 
etatk~e佐apada位ayarp. khila; sahiya(ta)rn ucitena devagraharakramet:a devaparicarakail). 
k将yamat:t仰 vapaman制1ca sarvvair evãsmatpak~ïyail). sama.nnmaI1tavya[rp.*J f己の三つ
の土地及び追加地を，適切な神領地 (dev持r油ara，• cf. R-'T:兎v)の次第により，神
?の世話人たちが耕作し種蒔くのを，予の全ての部下たちは承諾すべじ」。





















最初期のものはAgnivesyagrhyasutraであり (Einoo2005b : 95)，これは水辺での朝
夕の礼拝儀礼(sarp.dhyopasana)を学生ではなく家長の義務とした，新しい G:chyasutra
群に含まれる (Einoo 2005a: 8)。これ以外のものはBodhayana及びHiranyakesin
の grhyase~asutra ， VaikhãnasαgrlJyasutra ， 必valãyanagrlJyaparisi~tasutra であり (Einoo
2005b : 95) ，詳細なAsvalayana以外はいずれも，神像の相 (57章)と神像安置 (59
章)の章をもっ占術書Brhatsamhita(6世紀前半)までに，即ち 5世紀末までに成
立したと考えられる (Einoo2005a : 13)。
MmS第9巻第 1章第4論題では，対論者のスートラ 6が神格を賓客 (atithi) に喰
えている。シャパラはこれを， pujaの語を用いて，対論者の立場から次のように註




題]も，それと同様である。J(api ca， yago nama deva均可a.P可aca pujaniyarp. prati 
gU:Q.abhuta loke d:csyate. tad etad atithivad dra~tavyam. yatha yavat kirp.cid atithel; 
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Deities in the sacrifice: From the MimaQ1sa viewpoint 
Kiyotaka Y oshimizu 
The idea of devata， i.e.， the deities invoked in the sacrifice as the oblation-recipient who is 
obliged to白lfilthe desire of the sacrificer， appeared in the Brahmaηαperiod under the influence 
of the ritualism in which Brahmin priests were believed to be able to control the mechanism of 
the sacrifice without depending on the grace of gods. The MlmaJ:p.sa. school inherited this idea 
and examined it in three sections of the Mima1ftsasutra (MmS) ， namely， MmS 8.1， section 17 on 
devata and oblation， MmS 9.1， section 4 on the criticism ofthe anthropomorphism of devata， and 
MmS 10.4， section 12 on devata and its name. This paper aims at elucidating the characteristics 
of devata described by Sabarasvamin in his comment訂yon these sections， and showing that he 
expresses his rivalry against the Hindu temple-prie蜘 whohave gained power in his 
circumference. 
As investigated by D. N. Garge， Sabarasvamin seems to belong to the Mai住aYaIl11school of 
血eY司urvedawhich was dis位ibutedin the middle-westem India， especia11y， in Gujarat in the 
early medieval period. In his criticism of the anthropomo叩hismof devata， he calls the Hindu 
temple-priests who manages the temple on beha1f of gods as “attendant of gods" 
(devaparicaraka). Because the name devaparicaraka is applied to the peasants who “plough 
the fields donated to temples and sow seeds" in an inscription of the 4出 C印刷rydiscovered in 
Bagh， Ma1wa district， Sabarasvamin may have contemptuously ca11ed temple-priests 
devaparicara此aconceding出atthey are growing competitors of the traditional Brahmin priests. 
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